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可溶性空襲の吸轟速度式
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日 】斤 熊 二荘

川 事一とtft式甘jiキ射 f文句J

鎖 畢

紅紫JJELuされてわも戦■JXJZ=てl=SIAtの平群It塵を包たしてゐもが本所如こ於てl王政舟t祁'<*攻JL
としてrt故ひ世AJD称tBlだ上汁JI中の7k■JLの点範講卓t考'5して茨A書円の7k37暮弘JJiI和 oiFiR
として来し之tJllひて攻■iiZEの-奴式tT}その式が狂おtと巧印のBI津にけ一掛 こ7EJL的r=ZZめられて
bi,井爪わ的JIf+Atf血書的JJfltそJlilt紳BTの5旨缶として'RL符もIPとgJにし3(tiI■iL-I}MA*
女AHrt一枚式中のfr'軒とiた定するJJ江に付述べた,

1 牲菜の.及ILBg!LEま

外ii中の水煮恥 を1･1としJLJE乃匂W >t;議の水

貫地 を P.とすjuま蜘 辞意 はこ軌 一･-1･.

に此例す,-.ものと従来考へ らiL'(みろ｡

酌 :;'-･u .-P.) 1)

壮G･: Ar苧一 ･･ ･(2)
但しSは如市】丸 1)は糾双の畑和熊取.さは托ttJFの

Jgさでも J)この幼合BLBlノl刊は飽和噸液府にTLつてゐ
Lrし

ろものとCZ定してゐろ｡

又洞解吸収に封する分7･iS蛤 的榊 と胡虹の考桁
に依り即 納fhTに軒先でるホ講読分子のれな考ホして

も (])と何鼎の式がIElられる｡

この桜合 ÷ 一昔 前 iキ¢一二裟 ･･(3)
】

但し lヽ一水菜京分17･Jt Xr-^ oヽgBLlro裁
T一担靭iaBr lt-Nス官女

牝の式Lこ放ては t'4以上の包皮で水野濠炎画に的托

した水qス分子のみがat細ナろものとCL貸してあ るE,
以上の(I)及び(2)式に於てはJm額面に飽和水お液
有が存在するとG正してもろ｡精し生は東証に於ては

一方にガ1相からの水917･D輸 てもり払方田n生H

の鰍 :もbこの頂kのIL韓でAihl弧 TのMか :定

3-ろのLCもつて通常鼓珊 顎をTi控ふ和合には千古抗

原を閉苛としてゐるのでは1なくて,何機 を放って
ゐろのである｡EElちm耳lこ由7tz河疎とは軒定出来f=い｡
式にp.-p.たこ再じ'Cも地 軸 ;旦tRのIXaにI

g S ∵

って甚しく簸ろ祁t■>_水耕 51力碓 のみが空事他 1_,
真野す･-一唯一水大TJEg手でL'J_･＼ことを示す･

下に多Ztの甘汝の怯具さによると, 式のたす如き

時間 1と望溢Jt廿の正R式は.Lの全屯粥に7tって
妓女ナろものではなくして l小の坤合は ,pはe志に

倒 し茂夫意 は小と1=佃 こ意 -｡恥 とL

のiZlP肋 こ財 1てくるが.このin は雌 を過らな
い〇

割 苅面に先づ水uス肘 の助 言転り夫に蛸 の
進んだ部分は溶液となりiSには会釈価が粥淡になって

からは 】一1-P.に比例してn弧が潜むとIFろと事 (り

のLの如き曲珠となる常でもろが参政の句泌棚 のJa

先に法ると,これも1枚性を持ってみない｡

世故に放れば堅泌一時mlWlは(.JR(L)のtの如く1=る,
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l=於ては 1･-Oであら｡又この L,は邸 の飽和水溶
液の水農機 17.と同一では1=い｡外史中の太講究垂
を L･lとすると外先Tllから閲位菜i5iI=加さて挺拓す る
ことに岐 I}pが･*加する速乾IiLr(p.-P)と考-ら

九ろ｡mL .は常Ztでもろ｡他方この鼓鞍管内の水

は同相へ夢透すろことに依り pi,位下させる･h向に

作TFlナろが太オ明M中心に的ふと田 寺に同和の括晶は
之に入れ代って崩額し吸私書外面にお椀 出 して乗

る 母ち水と輪Aの入れ代りにe{)水は同相内部に持
放し鎖血は艶新 見外にき出してくるが較弘望虻を支

放すろ γはBtの加 に伐り淑'yされろことになろ,

この誠少串 は β(LJ-1･.)と考へられる｡之は pがp.

になった砂合印ちr5卿軒礁となった時はこの水とお品
の付政変損がおちTj:い桝を忘班 L t･が 1..に対して

'lflろ活丑に此倒してこの交換が茂るものと考へるわ

けであって J･厨のJTl=は飽和水軒謙Eを何等綴定し

てゐろのではないE,急性として pの!割とは次式で発
さJLろ｡

意 -qfy,-p卜 a(P-P.) I(i)

支は昔-(… 十的 ト fa+a)p イ5)

I-0に於で p-0の休作をN Lて (4)式t_,抜身すれ
ば

･･一讐 諾 軸 -e-r.･,y) -(6)

蛸 越生は外宗中の水蒸気型 P.とPの会に比例する
から

意-･4(',.-p)

･Jf,･･一讐 語 と(卜 -̀i.･")巨 7)
rzIOに於て .0-0の防件を入れて (7)式を横5}すれ

ほ

-車.-誓 二㌢ ).

･Aヱ震賢い.-- ] (8)

CDち (8)式が取組 丑 L'と時rHIZのu棟を炎ナー鼓式
である｡式に特別の玲合を切 して(a)式が如何なる

形状のul抜かを考へろ｡

(a) I小のgi合

(8)式の軒=羽中の e-(1'))'を旗期してその筋二
攻迄をとれは

相 Atp･-ヱ誓㌍ト

･AP ';.+:P',-Ap･L･ ･("

(b) (火の秒合

(8)式11･妨二現内の 8-(HSI'は小となり焦訳し

て上tから

･-A(･..-qJご三㌍〉･･A-1('::;)Ji･
-̂ 霊 訂lp･-P･"･･1チ(';.+;,L:I(zc-

(10)式中折-qほ坊=攻にfE:Lr臼に大であること5:

争いから多くの棚倉長持rulに封しては■カ:′prL'.)に

削 ヒ坪する捻力さと1=ろがそのLt飼有Ztは(I)とSaろ,
文trが 〔pl-1･.)に鴇比例ナちと7.;.(10)式の括菜
は用世炎fEiに飽和水77,液筋の存在を神明ナろことにな
らないTTFは-buリ:放て報べたiEiりでもろ｡
(I)Iが小粒の機会

tpはLの相加に･DLL相加するか正規的搬稀を示さな
い7)fLま(8)式J:り附であら.I小の時は問2の L9)

のItEL頓となI)火の略:i.(o)式の市税となるが-1ユ的
には (a)式の川扱となる｡

ii
漂E3
夏
W

a,i
韓 Gl i
i1 2

(也) β≫qで L人 の哩合

(70)-J=･二放て豊 ･誉 -A となり

t-Jl(pl-1･.)( ･(II)

之は (J)式と開放である｡即ち ([)式は水蒸気の

蕪村に比し出払と水との位tE交換qlちtFlE靴 が甚だ
大きいと云ふ特別の朝食として一書才式からgluされ

る｡

之に反 し q≫pで L火の粉合ち̀

6･誉 (pI-P.), ･(･2)

之は凶牲桔瓜と水q)托附 加 :水罷免溌黙過蟹に比
べておそい切含であるが (lり,(】2)式兆lこl犬の持

合Yは (1･'-P.)と比例することとなり,Jtの比内N?

尉 ='けからで.三色鞄のZ*常にB8しては殆ど手幼う;得ら

れないわけである.それは廿即 ちに摺られた比例稚
a;(‖)式のものか (72)式のものbL列BIL柑ないか
らである｡従って堅製の穎詩を考㍍するのには耳に持

雫なせEtと考鼓を必群とするの-Cある｡

Ⅲ 一浪的汲硯速度式の拝辞*決定ま

(a)前一色E
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繋謝-l網 島投fL'姓扱的に1.q定すると田2の吟)i:
のbさ曲梓が-セにil.IらiLろから切花JJtiF_AJtb.ち

tAnJl-B,-Apl･ t13)

又時間b:十分長くfL7Jと班ylAと時帆ま鵜苫裳餌3J振
1_'示してくちらLちそのru投啓介の煩封を世潤から渋め

J=f

･- -Fh-Ill-qAIp,pl-y･) .,
又このiW 苛分{_y鑑正したもの):禁ks･5;7.島を Jj'
上ナろと

B,-ヽJL';::,t;' ･LI5)

以上の lillitl3'は何れも書溺[=Ll<L)求め柑7Jt
r>()3).(Z4 (]5)のコ式をFIlひて3ケのヌ嶺】鼓 q,
U.A を淡め78ろわけである｡この方法の帖 は B▲
むせ瀬三･ら求めろE!の馳 ･大きいことゝq,Bの計
3T3王》:hr杜であることの=議でもろ.鉛L鎖的初腰1二

村Lて持渋1_･泣榎的捌 文は自m ;lJJ兼も様に[=

川fこの解法をt近し797.わけでもろ｡
lb) 姉二日≡

I.のJF正から FI.-AZ･1式を州ひでに B'と Blの
みから k,a,Aを淡め7-万Et･として先づ (Z4)式JL
lちと1'IのBi岳式と見て旺◆の 7小二封じrhを廿刺
し禁中に粒をIitl抜Faに11)を上れは(14)式は一
つの正Gt+_/列へろ｡

月̂
岡3の正Pの伊封L･山.-LLLn7-- - (L6)什+FI

又 11.軸を切ら珠を Ji.と十,-JとLl･-二慧･.･

･. :･丁'だてえからI-1式上I)1.

,が贈 的に攻められ7.が之は I,.未知の組 合柑こ野して匝榔 淡水謝 蛙を崇

める一方法之たる,夫Lこ(ほl式は B

3と1･[の荘eEAB辞を表すからこの恋投D

蛎封u-EtAn･

-て霊 テ 19)を甘茶垣からまめ和ら,又肋 等

kを切ろ系のA-t一票 ;一
{･ ･ 甥も甘荘Siからまめ柑ち,(】9 と (

20)から: 一璃 -IC 121)又は qこCFI ･22
)(16)から A-D/C+I)

･ ･L237･州 的 β-号 T.cc ･(24.

酢 { 血-:;-"C; ･(25)(23)から(25)式

に於けちIniひCはすべて脚 に上り刃さめられるから

之等の-i:女川ひて必要な搾取 A.q.flが延々の里規及び

その出合栃に封して浪められ空には碇をS!化して髄 1.

./行へLf之等の帝政のi且辞旅玉柏.ら韮本現魚の活性

化エネJL･ト が求められろ｡玖gL迎皮の大′N-.之等の鎌取にL左L)交配されこの経 を

定故的に求め瑚iりま堅泌穎FI及びE/'朋 の頼柄に声して

かカな乎mが伯られろわけである｡以上の開式に封すらせ段的汝Zu一淵 ては別租
ilt｢硝嗣 T ン モンと会兇混合

物の5Wl迎腔｣に於て租 潜 する｡(19JL7L

L7) 文

机(L) 紳輔次拓 成新改iiA比について, エ化葬, 叫S.p朗-8.33

井旭(2) ら IrLL).lmOtO liLm Cl】crn Su Jap･lt)T
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ThemeLhodIOEcxpenmenulldet亡rmJTlia10nOELhe亡∝広｡lCmIWh;LIl川pTB1-1ZHtle
qlt.ltZOnⅥCrLH llAcu"d (]朗9,i )

棉転アンモン食碧混合物の吸藻速度
■;TD:-iJLl1lJ2･IE7支 11)

R 野 鴻 頚 ･如 手 洗 武

/11本1t-*托式書it革拭什JELn

Jb q(

itkとLO:''b･ら0ユ3,-g蓬丹L･爪rAT･モノD玖心性は軒戊7-t′竹丘の軌跡ft上P故 】cl.lJ(と

で･る(上と7日IIこヱワ卯lこし鬼た7H J)- ､Di■上出した牡kは世■tとIIJ-､て井Ja佃兵tか肝L.BFLrD+～
'L甘さiLたこ･LttirlETlKEk!取乱甘Jt叶plへ･フ拍iA終耕土LTt重さLLとJ)托L1.の廿朝丘庶i竹わしだて又外

や仲 の水芸b稲との作為が火と1..もことかlJJJl.L鮮Nで}JaこととiGI.吐BA肌AIとよ妃するこのれ竹LA'

沖椛D仇IRJこれLn'k沖前とはTu .外乍IJ>Lll喰r=対しV(片帆に昏化すもtDでF.も⊂上をBL'た

J FF T

iRnJu大熊加に於てほ.棚 ナノJtンはJtも7R感な波
分であるが,そIDII+ろ裁砂J)利蕪にも拘らず当軸性
が大でもろのは点人}】扱熟でもTJ{P!に的汁T/モ1
ほ也の算6日矧こ井卦 とJ)Jt=存.こ於て即 日せられろ
こと.J.･多いが.之はLF兼の顎鞘箆を釜4g化させろそ
の封兼の-更科として.lt等艶合1T7の攻yl椎を甘汝的
丑LtSi't的に研･2せんとした､

11 汲漁放念の方法

一定丑の土崩を肌ロボのFfJtビー的lこTJLヱ良一S:

の地下呈内に於て-.2.JL理のfシケーターHlにて聖室

させ.そD.tttZLを化甥犬汁で淡めた,∃としてf触発T

ンtンセ川ひて湘 野及び月=73]江1明り;多Jtの朋
を行った鰍 l三,-Xの市う二兎められ1_atrt1Krは偉め
こ3>lnにn,ほろから虹技は省略 ｢ろ｡
11 哩弘也OTJ跡 地CDちCJi的¢ための竹丘は義元に

枯んとお味LTLい 経って雌 J)ためにLI･敷乱L･つ
･一七ンt上l)望yAtのJe黙dlでRT万上.= い ｡
_ tJt!.:閉じでも醇讃V鞍曲恥 ;Jl,外2(-の見
カけJ)舶 所tl′一･3U.吋 iq桝 はJbこの見か
けのtE試郎且に｡比例 T-ら
8群書のrtJ言JLだ化してもgtジJ'LE封JM'_殆んと
1り†;い.

i qI芯の大きな塊て王之を軒押した男でさ,つても




